
 

賃金と社会保障との関係 

～フランスが示唆するもの～ 
報告者：中澤秀一氏（静岡労研主任研究員） 

※連絡先：〒422-8062  静岡市駿河区稲川 2-2-1 コハラサウスサイドビル７Ｆ
      静岡県労働研究所  TEL 054-287-1293 FAX 054-286-7973 

メール roudouadv@wave.wbs.ne.jp  ホームページ http://www.geocities.jp/shizuokarouken/ 

参加費 無料 

【働くものと県民のための静岡県労働研究所】 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

     
 
 
 
 
 
 

                                  

     

と き： 9 月21 日（金） １８：30～20：30 

これからの企画 

 

◆第 51 回理事会 

・日時  10 月 3 日（水） 

     18:30～20：30 

・会場…県評会議室 

 

◆第 81 回定例研究会  
・日時  10 月 19 日（金） 

     18:30～20：30 

・会場…県評会議室 

【最低生計費の支出を実現する収入とは？】
  
 最低生計費の試算を中心になってまとめた中澤氏に、

この支出をどのような収入によって実現するかを、フラン

スを例に報告してもらいます。これは、月間「全労連」6

月号に巻頭論文として掲載された内容を、わかりやすく説

明して頂くものです。 

 フランスの賃金の実態について、労働協約に基づく賃

金、フランスの労働者の賃金カーブ、最低賃金制度等を紹

介して頂きます。 

またフランスの生活保障・社会保障について、失業保険

制度、失業扶助制度、連帯制度、医療制度、子育て支援と

教育、公共住宅等を紹介して頂きます。 

そして賃金と社会保障の組合せについて、日本の問題点

と、フランスから何を学ぶのかを提起して頂きます。 

 最低生計費をすべての人に実現するために、どのような

運動が求められているか、おおいに議論していきましょ

う。 

会場：静岡県評会議室 


